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 【目的】 
変形性膝関節症（KOA）の早期発見や将来的な発症の予測に役立つバ
イオマーカーの研究が進められており、KOAの罹患率低下の第一歩に
なることが期待されている。半月板亜脱臼（meniscal extrusion：ME）
は早期診断マーカーのひとつであり、KOAの将来的発現の予測に有用
であることが、近年報告されている。一方、我々は OAI（Osteoarthritis 
Initiative）のデータベースを利用し、大腿後顆ノッチでの骨棘形成は、
4年以内の radiographic KOA発現の予測因子であること報告した。この
骨棘形成を、単純 X線像で描出困難な位置の骨棘形成であることから
hidden osteophyte formation on plain x-ray（HOPX）と称する。 
本稿の目的は、これら 2種のバイオマーカーの KOA発症の予測能を比
較することである。 
【方法】 
公表されている Osteoarthritis Initiative（OAI）のデータを用いて、膝関
節のコホートを 2群設定した。OA非発症（NOA）群は、ベースライ
ン時及び 48ヵ月後の Kellgren & Lawrence（KL）分類の評価がいずれ
もグレード 0または 1であった膝関節から構成し、単純 X線上の OA
所見発現（pre-radiographic-OA：PROA）群は、ベースライン時にグレ
ード 0または 1であったが、48ヵ月後にグレード 2以上に進行した膝
関節から構成した。これら 2群の背景因子を propensity analysisにより
一致させ、各群から 66膝を抽出した。MEおよび大腿骨顆間窩の骨棘
形成について、ベースライン時のMRI画像を評価した。MEの評価に
は、内側半月板の幅に対する亜脱臼部の幅の比である半月板脱臼指数
（meniscus dislocation index：MSI）及び亜脱臼部の幅の実測値である内
側半月側方転位（medial radial displacement：MRD）を使用した。HOPX
のサイズの評価には、半定量的Whole-organ Magnetic Resonance Imaging 
Score（WORMS）を使用した。受信者動作特性曲線下面積（AUC）に
よって KOAの予測精度を評価し、各パラメータの最適なカットオフ
値を求めた。 
【結果・考察】 
MRI上での内側半月板縁の判定が困難であったため、PROA群の 1名
を除外し、これに対応して NOA群の 1名を除外した。このため、各群
65名を比較した。 
MSIの AUCは 0.654（95%信頼区間：0.561~0.748）であり、カットオ
フ値は 17%であった。一方、MRDの AUCは 0.677（95%信頼区間：
0.584~0.770）であり、カットオフ値は 2.2 mmであった。大腿骨顆間窩
のWORMSスコアの AUCは 0.667（95%信頼区間：0.579~0.756）であ
り、カットオフ値は 2であった。 
 
本試験では各パラメータの閾値として MSI 17％、MRD 2.2 mmが適切
であると推定されたが、諸家の報告では閾値にばらつきがあり、対象
や目的により他の因子（年齢、性別、人種、肥満など）を考慮して閾
値を設定する必要性がある。 
本研究では OAIのデータを使用し、ME,HOPXが K/L≧２の KOAを予
測する診断能を評価した。両者の診断精度に差はなく、併用すると、
特異度及び陽性尤度比がわずかに改善した。両者とも簡便であり、OA
のリスクを有する患者を検出する為のバイオマーカーとして、有用で
あると考えられた。 
 
【結論】 
KOA発症予測におけるMEと HOPXの診断的有用性を比較し、同等の
診断精度であることを明らかにした。これらの簡易なパラメータを使
用すれば、KOA発症の集団スクリーニングも可能になると思われる。 
